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▲名林公園まつり「幌延ど真ん中踊り」

▲名林公園まつり「エンディング打ち上げ花火」

〇令和８年度　エネルギー関連施設見学会(児童・生徒の部)

を開催しました！(広報・調査等交付金事業)

〇ほろのべの防災

　家族防災会議～「もしも」に備えて話し合う～

　　 第53回ほろのべ　名林公園まつり

〇ほろのべ議会だより第144号

〇まちの話題

〇ねんきん通信

〇町民くらしのカレンダー/寄附/戸籍の窓

〇地域おこし協力隊通信/俳句/新規採用職員の紹介

　まちのうごき
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８月３日（月）～８月５日（水）
令和８年度 エネルギー関連施設見学会（児童・生徒の部）を開催しました！

（広報・調査等交付金事業）
　８月３日（月）から８月５日（水）にかけて、エネルギー関連施設見学会を実施し、小中学生40名

（小学生17名、中学生23名）が参加しました。

　１日目は、町内のゆめ地創館でセンターの概要や研究の背景・必要性について説明を受けた後、稚

内青少年科学館へ移動し、体験型コンテンツを通じて、科学について楽しく学びました。その後、飛

行機で茨城県水戸市へ移動し、そこで宿泊しました。

　２日目は、宿泊先の茨城県水戸市から大洗町へ移動し、大洗研究所と大洗わくわく科学館を見学し

ました。大洗研究所では、CO₂を排出しないクリーンな水素製造や、メルトダウンを起こさない安全

性が高い黒鉛構造材などについて説明を受け、原子力が電気をつくるだけでなく、未来の生活に役立

つさまざまな研究につながる可能性について学びました。

　大洗わくわく科学館では、葉脈しおりづくりや体験型コンテンツを通じて、科学の楽しさを体験し

ました。その後、つくば市へ移動し、つくばエキスポセンターを訪れ、展示や体験型コンテンツを通

じて、光や電気、力などについて学びました。

　今年度は例年に比べて涼しい中、参加した児童・生徒は最後まで熱心に学びました。今回の見学会

をきっかけに、今後も科学への関心を深め、さまざまな知識を身につけていくことを期待します。

つくばエキスポセンター

お問い合わせ先：総務企画課 企画振興係　電話：5-1114　告知端末機：5-8814
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幌 延
防 災
の

　みなさん、こんにちは。９月１日は「防災の日」、８月31日から９月５日までは「防災週間」です。
　今月号では、「防災週間」特集として、家族で防災について話し合う「家族防災会議」を紹介し
ます。家族が集まる機会に、ぜひ取り組んでみましょう！
�

１　ハザードマップの確認
　まずは「幌延町ハザードマップ」を広げ、自宅や学校、勤務先にはどのような災害リスクがあ
るのかを確認し、最寄りの避難場所や避難所までの避難ルートを考えてみましょう。また、ハザ
ードマップには地図面だけでなく、裏面にも防災に関するさまざまな情報が掲載されています。
この機会にハザードマップを裏返して、どんな情報が載っているのか確認してみましょう！

幌延町ハザードマップ
（Web版）

「幌延の防災」６月号　
避難場所と避難所の違い

２　集合場所の確認
　災害発生時は混乱が起こりやすく、携帯電話などの連絡手段が使えなくなることがありま
す。家族がそれぞれ別の場所にいる場合や連絡が取れなくなった場合に備え、事前に最寄り
の避難所や避難場所を集合場所として決め、家族で共有しておきましょう。

３　非常用持出袋・備蓄品の確認
　「非常用持出袋」とは、避難するときに必要なものをまとめておく袋です。飲料水や非常食、
衛生用品、常備薬など、一人ひとり必要なものを入れ、玄関などすぐに持ち出せる場所に置い
ておきましょう。リュックタイプなら、両手が空くので便利です。
　「備蓄品」は、在宅避難に備えて必要なものを確認し、準備しておきましょう。非常食や飲料
水のほか、簡易トイレなどの衛生用品、カセットコンロなどの調理器具も用意しておくと安心で
す。広報誌７月号・８月号でも特集していますので、ぜひ再確認してみましょう。

「幌延の防災」７月号
ローリングストックで

無駄なく備蓄を！

「幌延の防災」８月号
夏の防災

脱水症状や熱中症を予防しましょう！

お問い合わせ先：総務企画課 総務係　電話：5-1111　告知端末機：5-8811

家 族 防 災 会 議
～「もしも」に備えて話し合う～
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第53回  ほろのべ

名林 公園
まつり

8月8日
（土）

8月9日
（日）

オープニングテープカット

稚内大谷高校吹奏楽部

幌延中学校吹奏楽部

大道芸人
「トイシアター」

大道芸人「たっち」メインステージ
アイデンティティ

ライブステージ
井上 仁志

ライブステージ
小柳ゆき

雪印メグミルク㈱
ジュース配布

ミニゲーム大会(子供向け)
かき氷早食い競争

日本野鳥の会　PRステージ

お楽しみ大抽選会

宗谷ダンスプロジェクト

ご当地アイドル　ローワンベリー
盆踊り大会
仮装盆踊り大会

子ども盆踊り大会
子ども仮装盆踊り大会

JA幌延町青年部による
牛乳無料配布・搾乳体験

賞金争奪綱引き大会
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第53回  ほろのべ

名林 公園
まつり

8月8日
（土）

8月9日
（日）

オープニングテープカット

稚内大谷高校吹奏楽部

幌延中学校吹奏楽部

大道芸人
「トイシアター」

大道芸人「たっち」メインステージ
アイデンティティ

ライブステージ
井上 仁志

ライブステージ
小柳ゆき

雪印メグミルク㈱
ジュース配布

ミニゲーム大会(子供向け)
かき氷早食い競争

日本野鳥の会　PRステージ

お楽しみ大抽選会

宗谷ダンスプロジェクト

ご当地アイドル　ローワンベリー
盆踊り大会
仮装盆踊り大会

子ども盆踊り大会
子ども仮装盆踊り大会

JA幌延町青年部による
牛乳無料配布・搾乳体験

賞金争奪綱引き大会
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北緯45度のまち 第144号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

主

な

内

容

一般質問
第４回幌延町議会定例会
第３回幌延町議会臨時会
町内行政視察
北留萌消防組合議会
西天北五町議会
第４回まちづくり常任委員会
全道議員研修会
管内議員研修会
北海道町村議会議長会表彰
議会の動き
編集後記
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令
和
５
年
に
交
流
拠
点
基
本

構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

令
和
10
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
で

進
め
て
き
た
。

　
今
年
３
月
定
例
会
執
行
方
針

や
４
月
号
ほ
ろ
の
べ
の
窓
で
突

然
の
一
時
中
止
発
表
が
さ
れ
た
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
物

価
高
騰
な
ど
が
原
因
ら
し
い
が
、

次
の
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

質
問

事
業
の
目
的
は
。

町
長

平
成
26
年
度
か
ら
検
討
。

観
光
・
防
災
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
施
設

の
整
備
を
進
め
、
そ
の
後
、
令

和
4
年
度
に
、
町
民
の
利
便
性

向
上
に
つ
な
が
る
機
能
や
サ
ー

ビ
ス
を
重
視
。
温
浴
施
設
な
ど

の
更
新
を
要
す
る
機
能
を
併
せ

持
っ
た
複
合
的
な
多
世
代
交
流

拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
に
決
定
。

質
問

諮
問
委
員
は
何
名
で
経

費
、
答
申
内
容
は
。

町
長

委
員
は
20
名
。
令
和
５

・
６
年
度
合
わ
せ
て
経
費
は
報

酬
、
費
用
弁
償
、
会
場
使
用
料

含
め
て
31
万
４
９
０
円
。
意
見

は
１
７
１
件
。

　
答
申
は
、
お
お
む
ね
適
正
と

認
め
ら
れ
、
誰
も
が
使
い
や
す

く
過
ご
し
や
す
い
施
設
で
あ
り
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
各
種

補
助
金
活
用
に
よ
る
自
主
財
源

の
削
減
、
期
間
の
短
縮
に
よ
る

早
期
着
手
す
る
な
ど
の
意
見
が

付
さ
れ
、
７
年
度
で
本
施
設
に

係
る
業
務
の
一
時
凍
結
に
至
り
、

会
議
の
開
催
は
年
２
回
程
度
。

質
問

整
備
中
止
を
決
定
し
た

判
断
の
時
期
は
。

町
長

基
本
計
画
の
樹
立
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
建
設
単
価

の
上
昇
に
よ
り
町
の
財
政
状
況

を
推
計
し
た
結
果
、
町
の
財
政

収
支
を
圧
迫
す
る
見
通
し
と
な

り
、
ま
ず
は
教
育
環
境
を
整
え

る
た
め
、
同
時
期
に
予
定
で
あ

る
小
中
一
貫
校
事
業
を
優
先
し

て
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
結
果
報
告
は
令
和
８
年
第
２

回
議
会
定
例
会
に
お
け
る
行
政

報
告
、
広
報
誌
、
町
内
会
長
会

深 澤　博 幸
・
多
世
代
交
流
施
設
整
備
事
業
の
一

時
中
止
に
つ
い
て

地域の課題をとらえて
一般質問　第４回定例会（６月16日）

■深澤　博幸
■齋賀　弘孝

２氏が質問
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齋 賀　弘 孝
・
ふ
る
さ
と
同
窓
会
を
活
用
し
た
関

係
人
口
創
出
事
業
の
継
続
と
開
発

戦
略
に
つ
い
て

質
問

５
月
に
開
催
さ
れ
た

「
と
い
か
ん
・
ふ
る
さ
と
同
窓

会in
札
幌
」
に
は
約
90
名
が
参

加
さ
れ
、
大
変
好
評
だ
っ
た
。

町
長
は
参
加
し
て
ど
の
よ
う
な

感
想
を
持
っ
た
の
か
。
ま
た
、

問
寒
別
地
区
だ
け
で
な
く
、
幌

延
地
区
な
ど
で
も
同
様
の
同
窓

会
を
開
催
し
、
町
を
応
援
し
て

く
れ
る
関
係
人
口
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長

懐
か
し
い
写
真
や
動
画
、

校
歌
な
ど
を
通
じ
て
、
参
加
者

が
ふ
る
さ
と
の
雰
囲
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に
同
窓

会
と
呼
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。
参
加
者
の

７
～
８
割
が
問
寒
別
地
区
の
出

身
者
や
居
住
経
験
者
、
そ
の
親

族
で
あ
り
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
他
地
域
で
展
開
す
る

場
合
に
は
、
地
域
づ
く
り
の
目

議
で
お
知
ら
せ
、
中
学
生
の
皆

様
に
も
意
見
を
頂
い
て
い
る
の

で
、
こ
ど
も
議
会
冒
頭
、
報
告

し
た
い
。

　
今
後
は
、
令
和
10
年
度
に
補

助
金
な
ど
の
財
源
め
ど
が
つ
い

た
段
階
で
再
開
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
小
中
一
貫

校
整
備
後
の
財
政
状
況
に
よ
っ

て
は
業
務
を
再
開
で
き
な
い
可

能
性
も
あ
り
、
今
後
の
予
定
は

令
和
10
年
度
に
業
務
再
開
を
検

討
。
再
開
す
る
場
合
、
令
和
11

年
度
、
再
度
、
基
本
計
画
の
策

定
を
開
始
、
令
和
14
年
度
工
事

着
工
、
令
和
16
年
度
併
用
開
始

予
定
し
て
い
る
。

　
答
申
時
に
付
さ
れ
た
要
望
を

反
映
す
る
と
と
も
に
、
再
度
、

町
民
の
ご
意
見
を
聞
き
、
創
生

会
議
の
諮
問
も
考
え
て
い
る
、

質
問

子
供
た
ち
の
要
望
、
憩

い
の
場
、
大
人
と
の
振
れ
合
い

の
場
所
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
、
町
長
、
教
育
長

に
伺
い
ま
す
。

町
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
場
所
は

必
要
。
多
世
代
の
交
流
が
で
き

る
施
設
は
必
要
不
可
欠
だ
と
思

っ
て
い
る
。

教
育
長

異
世
代
交
流
は
非
常

に
大
切
と
と
ら
え
て
い
る
。
学

校
整
備
も
同
様
な
こ
と
も
考
え

て
い
る
。

的
や
意
義
を
明
確
に
し
、
継
続

し
て
活
動
で
き
る
組
織
や
担
い

手
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
行

政
が
主
体
と
な
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
め
る
体
制
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

質
問

国
で
は
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」
の
取
組
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
本
町
は
モ
デ
ル

事
業
へ
応
募
し
て
い
な
い
が
、

制
度
へ
の
参
加
や
今
後
の
準
備

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長

現
在
、
国
で
は
制
度
構

築
や
ア
プ
リ
開
発
に
向
け
た
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
モ
デ

ル
事
業
を
通
じ
て
内
容
の
検
証

が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
町
と
し

て
は
、
国
の
動
向
や
検
証
結
果

を
注
視
し
な
が
ら
、
本
町
に
と

っ
て
の
活
用
意
義
や
目
的
を
見

極
め
、
制
度
へ
の
参
加
を
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
制
度
へ
の

参
加
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
で
必

要
と
し
て
い
る
担
い
手
や
、
関

係
人
口
と
の
関
わ
り
を
深
め
る

方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

質
問

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ

い
て
、
現
在
は
登
録
者
も
少
な

く
、
情
報
発
信
や
住
民
と
の
双

方
向
の
交
流
を
進
め
る
に
は
改

善
が
必
要
と
考
え
る
。
利
用
し

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
設
定
や
情
報

収
集
機
能
の
導
入
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

町
長

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
有
効
な
情

報
発
信
手
段
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
一
方
、
双
方
向
の
や

り
取
り
を
行
う
た
め
に
は
、
寄

せ
ら
れ
た
情
報
へ
の
対
応
体
制

も
必
要
。
ま
ず
は
基
本
的
な
情

報
発
信
か
ら
進
め
な
が
ら
、
必

要
な
機
能
や
運
用
方
法
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
町
民
だ
け
で

な
く
、
町
出
身
者
や
町
を
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
、
関
係
人
口
の

創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

といかん・ふるさと同窓会 in 札幌

　町では、地域の皆さんや幌延を訪れる方に、
町の魅力を再発見してもらうきっかけづくり
として、LINE で地域のステキな幌延投稿を募
集しています。
　お気に入りの風景や場所、日常のひとコマ
など、身近な幌延の魅力を投稿していただき、
町公式 SNS などで発信しています。
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と
な
っ
た
。

教
育
行
政
報
告

　
令
和
８
年
度
の
児
童
生
徒
数

は
、
小
学
校
２
校
11
学
級
85
人
、

中
学
校
２
校
７
学
級
53
人
。
各

校
で
運
動
会
・
体
育
大
会
を
開

催
し
、
多
く
の
地
域
住
民
が
声

援
を
送
っ
た
。
中
体
連
や
各
種

大
会
で
は
陸
上
、
柔
道
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
全
道
大
会
出

場
を
決
め
る
な
ど
活
躍
が
見
ら

れ
た
。
社
会
教
育
・
社
会
体
育

事
業
は
年
間
計
画
に
沿
っ
て
実

施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
剣

道
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

好
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発
に
展

開
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号

　
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
医
師
宿
直
手
当
の
一
部
未
支

給
事
案
及
び
公
務
災
害
手
続
に

関
す
る
不
適
正
な
事
務
処
理
事

案
に
よ
り
、
町
政
に
対
す
る
町

民
の
信
頼
を
損
な
っ
た
こ
と
へ

の
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
を
令

和
８
年
７
月
支
給
分
に
限
り
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
減
額
す
る
も
の
。

併
せ
て
、
町
民
及
び
議
会
に
対

す
る
謝
罪
の
意
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
再
発
防
止
と
服
務
規

律
の
徹
底
を
図
り
、
信
頼
回
復

に
努
め
る
考
え
を
示
し
た
。

議
案
第
４
号

　
令
和
８
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
千
７

５
７
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
６
６
億
８
千
７
５
７

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

　
主
な
内
容
は
、
利
用
実
態
の

な
い
集
会
施
設
の
解
体
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
処
遇
改
善
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
、
給
食
セ
ン
タ

ー
厨
房
設
備
の
更
新
、
学
校
給

食
費
負
担
軽
減
事
業
な
ど
。

齋
賀
議
員　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
事
業
の
委
託
料
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
求
め

る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
成
果

物
の
活
用
方
法
や
国
か
ら
の
補

助
制
度
は
。

山
下
地
域
対
策
担
当
課
長　
関
係
人
口

の
創
出
に
向
け
、
地
域
Ｐ
Ｒ
動

画
の
制
作
、
地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
作
成
、
住
民
と
の
懇
談
会

運
営
な
ど
を
行
う
も
の
。
完
成

し
た
動
画
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
地
域

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
。

財
源
は
、
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
実

施
す
る
。

齋
賀
議
員　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

者
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
る
メ
ニ

ュ
ー
機
能
の
設
定
を
早
期
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

山
下
地
域
対
策
担
当
課
長　
ま
ず
は
町

の
情
報
発
信
を
通
じ
て
登
録
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。
メ
ニ

ュ
ー
は
、
無
料
で
活
用
で
き
る

機
能
を
検
討
し
な
が
ら
運
用
を

進
め
、
登
録
者
数
や
利
用
状
況

に
応
じ
て
必
要
な
機
能
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

齋
賀
議
員　
給
食
セ
ン
タ
ー
の

食
器
洗
浄
機
な
ど
厨
房
設
備
の

更
新
に
つ
い
て
、
購
入
方
法
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

古
草
教
育
次
長　
現
在
使
用
し

て
い
る
厨
房
機
器
と
の
適
合
性

を
考
慮
し
、
既
存
設
備
の
製
作

業
者
と
の
随
意
契
約
を
検
討
。

意
見
案
第
１
号

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て・
提
出
者　
高
橋　
秀
之
議
員

・
賛
成
者　
無
量
谷　
隆
議
員

　
北
海
道
の
森
林
は
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
や
国
土
の
保
全
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
方
、
物
価
・
人
件
費
の
高
騰

や
山
地
災
害
へ
の
対
応
、
林
業

の
担
い
手
不
足
、
ス
マ
ー
ト
林

業
の
推
進
な
ど
、
森
林
・
林
業

を
取
り
巻
く
課
題
は
多
様
化
し

て
お
り
、
地
方
の
財
政
力
だ
け

で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
整
備
や
国

土
強
靱
化
に
必
要
な
予
算
の
確

保
を
は
じ
め
、
木
材
利
用
の
拡

大
や
人
材
確
保
な
ど
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実

・
強
化
を
国
に
求
め
る
た
め
、

本
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で

あ
る
。

臨
時
会

第
３
回
幌
延
町
議
会

５
月
19
日

　
第
３
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会

は
、
５
月
19
日
（
火
）
に
開
会

さ
れ
、
承
認
２
件
、
議
案
７
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
、

定
例
会

第
4
回
幌
延
町
議
会

６
月
16
日

　
第
４
回
幌
延
町
定
例
会
が
６

月
16
日
（
火
）
に
開
会
さ
れ
、

２
名
の
一
般
質
問
の
ほ
か
、
報

告
５
件
、
同
意
９
件
、
議
案
６

件
の
ほ
か
、
意
見
案
１
件
、
発

議
２
件
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

全
て
原
案
の
通
り
に
可
決
し
、

閉
会
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

行
政
報
告

　
問
寒
別
地
区
を
モ
デ
ル
に
進

め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

事
業
の
一
環
と
し
て
、
５
月
23

日
、
札
幌
市
の
道
庁
赤
れ
ん
が

庁
舎
で
「
と
い
か
ん
・
ふ
る
さ

と
同
窓
会 in 

札
幌
」
を
開
催

し
た
。
昨
年
の
東
京
開
催
を
受

け
、
道
内
で
は
初
の
開
催
と
な

り
、
全
道
各
地
か
ら
延
べ
約
90

人
が
参
加
。
ふ
る
さ
と
の
映
像

上
映
や
特
産
品
の
試
飲
、
問
寒

別
室
内
楽
団
に
よ
る
校
歌
の
生

演
奏
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た

ほ
か
、
参
加
者
か
ら
は
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
多
く
の
意
見
や

提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の
取

組
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
機
会
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閉
会
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

議
案
第
３
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
宮
園
団
地
特
定
公
共
賃

貸
住
宅（
３
号
棟
）改
修
工
事
）

深
澤
議
員　
物
価
高
騰
や
原
油

価
格
の
上
昇
な
ど
で
工
事
費
や

工
期
へ
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長　
資
材
価
格

や
物
資
調
達
は
不
安
定
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
今
後
、
設
計

変
更
や
工
期
延
長
が
必
要
と
な

る
可
能
性
も
あ
り
、
受
注
者
と

協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

深
澤
議
員　
過
去
に
実
施
の
宮

園
団
地
１
、
２
号
棟
の
改
修
工

事
と
比
較
し
て
、
今
回
の
工
事

費
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
の
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長　
物
価
や
人

件
費
が
上
昇
し
、
工
事
単
価
も

上
昇
傾
向
に
あ
る
。

深
澤
議
員　
資
材
不
足
な
ど
に

よ
り
工
期
が
遅
れ
る
場
合
、
業

者
と
の
協
議
は
行
わ
れ
る
の
か
。

角
山
産
業
建
設
課
長　
工
期
へ
の

影
響
が
生
じ
た
場
合
は
、
受
注

者
と
発
注
者
で
協
議
し
、
内
容

を
精
査
し
た
上
で
、
必
要
に
応

じ
て
設
計
変
更
な
ど
の
対
応
を

行
う
。

第
２
回
北
留
萌
消
防

組
合
議
会
臨
時
会

�

（
５
月
21
日
）

　
５
月
21
日
、
臨
時
会
が
招
集

さ
れ
、
無
量
谷
議
員
が
出
席
し

た
。

議
案
第
６
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
幌
延
下
水
道
管
理
セ
ン
タ

ー
汚
泥
脱
水
機
外
更
新
工
事

（
機
械
設
備
））

植
村
議
員　
電
気
設
備
と
機
械

設
備
を
合
わ
せ
る
と
大
き
な
事

業
費
と
な
る
が
、
財
源
内
訳
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
国
の
補
助

金
1
／
2
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

全
国
的
な
工
事
量
の
増
加
に
よ

り
補
助
金
の
配
分
が
不
透
明
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

道
へ
変
更
申
請
を
行
い
、
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
要
望
し
て

い
く
。

角
山
産
業
建
設
課
長　
不
足
す
る

財
源
は
、
下
水
道
事
業
債
や
過

疎
債
を
活
用
し
て
対
応
。

佐
藤
議
員　
今
回
の
設
備
更
新

は
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
、
日
常

的
な
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

宮
下
上
下
水
道
係
長　
下
水
道
施

設
の
供
用
開
始
か
ら
約
26
年
経

過
し
、
設
備
が
更
新
時
期
を
迎

え
て
い
る
。
定
期
的
に
オ
イ
ル

交
換
を
行
い
、
異
音
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
実
施
し
て
い
る
。

議
案
第
７
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
幌
延

町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
自
動

分
析
装
置
購
入
）

深
澤
議
員　
更
新
は
故
障
に
よ

る
緊
急
対
応
か
。
ま
た
、
当
初

予
算
に
は
計
上
さ
れ
て
い
た
の

か
。

村
上
国
保
診
療
所
事
務
長　
導
入

か
ら
10
年
経
過
し
、
部
品
製
造

が
終
了
し
て
い
る
。
故
障
で
検

査
不
能
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
故
障
前
に
更
新
。
購
入
費

は
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

町
内
行
政
視
察

�

令
和
８
年
７
月
８
日

　
教
育
委
員
会
所
管
の
２
か
所

を
行
政
視
察
し
た
。

　
初
め
に
総
合
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
の
器
具
更
新
が
完
了

し
た
こ
と
を
受
け
視
察
。

令
和
６
年
度
か
ら
３
か
年
計
画

で
約
１
千
４
百
万
円
か
け
て
整

備
し
た
。

　
町
民
の
健
康
増
進
に
一
度
は

足
を
運
ん
で
は
。

　
次
に
金
田
心
象
書
道
美
術
館

前
庭
に
あ
る
石
碑
銘
板
を
視
察
。

石
碑
銘
板
を
製
作
し
た
奥
村
公

規
氏
は
令
和
７
年
７
月
に
人
間 トレーニング室の視察

国
宝
に
認
定
さ
れ
た
。

　
奥
村
氏
は
心
象
先
生
の
門
弟

で
あ
る
村
井
虹
城
氏
と
親
交
が

あ
り
、
心
象
館
オ
ー
プ
ン
に
間

に
合
う
よ
う
石
碑
銘
板
の
製
作

を
依
頼
さ
れ
て
い
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
奥
村
氏

の
銘
板
と
心
象
館
を
一
体
で
広

く
周
知
し
て
い
く
と
と
も
に
、

奥
村
氏
と
の
ご
縁
を
教
育
行
政

に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

心象書道美術館石碑

議会を傍聴しませんか！
　議会は町の予算や身近な問題について話し合う大切な
会議の場です。
　皆さんの選んだ議員の活動や町政の方針などをぜひ直
接ご覧ください。
　議会の日程は告知端末機でお知らせしています。
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か
」
と
の
指
摘
に
対
し
、
町
側

は
反
省
を
踏
ま
え
、
人
材
確
保

と
離
職
防
止
に
つ
な
が
る
職
場

環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
考
え

を
示
し
た
。

⑵
総
務
企
画
課
所
管

①
職
場
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
に
つ
い
て

　
「
幌
延
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
要

綱
」
及
び
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
関
す
る
指
針
」
を
６
月
１

日
か
ら
施
行
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
対
象
は
全
職
員
と
し
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
・
介
護
に
関

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
モ
ラ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
を
対
象
と
す

る
。
相
談
窓
口
や
対
策
委
員
会

を
設
置
し
、
相
談
体
制
や
調
査

・
再
発
防
止
の
仕
組
み
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
職

員
研
修
や
管
理
職
研
修
を
実
施

し
、
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
考
え
が
示
さ

れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
研
修
の
実
施
方
法
や
相

談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
町
側
は
直

属
の
上
司
以
外
や
外
部
相
談
先

へ
の
相
談
も
可
能
な
体
制
を
整

え
て
い
る
と
説
明
。ま
た
、「
制

度
化
が
遅
か
っ
た
の
で
は
な
い

第
４
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
６
月
３
日

・
調
査
事
項
（
抜
粋
）

⑴
教
育
委
員
会
所
管

①
幌
延
中
学
校
区
小
中
一
貫
教

育
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
２
月
以
降
の
経
過
と
し
て
、

教
育
委
員
会
で
の
協
議
を
は
じ

め
、
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
児
童

・
生
徒
へ
の
説
明
を
実
施
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

実
施
設
計
を
進
め
て
お
り
、
仮

校
舎
の
設
計
も
進
行
中
で
あ
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
新
校
舎

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

は
、
環
境
省
及
び
文
部
科
学
省

の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
２
案

を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
い
ず

れ
も
初
期
費
用
や
維
持
管
理
費

を
含
め
た
長
期
的
な
収
支
で
費

用
回
収
が
見
込
め
ず
、
大
幅
な

赤
字
と
な
る
試
算
が
示
さ
れ
た

た
め
、
現
時
点
で
の
設
置
は
見

送
り
、
今
後
、
設
備
性
能
の
向

上
や
有
利
な
補
助
制
度
が
創
設

さ
れ
た
場
合
に
改
め
て
検
討
す

る
方
針
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会

�

（
７
月
２
日
札
幌
市
開
催
）

　
全
道
の
町
村
議
会
議
員
が
一

堂
に
会
し
て
、
議
員
研
修
会
が

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
毎
年
恒
例
の
全
道
議
員
研
修

会
に
議
員
全
員
が
参
加
。

　
は
じ
め
に
全
道
議
長
会
会
長

の
渡
部
孝
樹
氏
（
厚
真
町
）
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
牧

瀬
稔
氏
（
関
東
学
院
大
学
法
学

部
地
域
創
成
学
科
）「
地
方
議

員
へ
の
12
の
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア

か
ら
人
口
維
持
を
目
指
す
実

例
」
と
題
し
、
講
話
さ
れ
、
地

方
に
お
け
る
人
口
減
少
に
伴
う

解
決
策
の
事
例
を
紹
介
さ
れ
て
、

今
後
の
議
員
活
動
の
一
曜
に
期

待
す
る
と
伝
授
さ
れ
た
。

　
次
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
須

田
慎
一
郎
氏
に
よ
る
「
ど
う
な

る
政
治
・
経
済
～
日
本
再
生
の

た
め
に
何
が
必
要
か
～
」
須
田

氏
は
テ
レ
ビ
出
演
で
お
な
じ
み

の
方
で
、
現
在
の
日
本
の
立
場

や
高
市
内
閣
の
裏
側
を
毒
舌
を

交
え
な
が
ら
楽
し
く
、
興
味
あ

る
講
演
だ
っ
た
。

　
今
後
の
議
員
活
動
の
研
鑽
に

努
め
よ
う
と
感
じ
た
。

全道議員研修会

宗
谷
管
内
町
村
議
会

議
員
研
修
会

�

（
５
月
19
日
稚
内
市
開
催
）

　
毎
年
恒
例
の
宗
谷
管
内
議
員

研
修
会
が
サ
フ
ィ
ー
ル
稚
内
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
６
名
の

議
員
が
出
席
。

　
講
演
は
「
稚
内
市
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
災
害
と
防
災
対
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
稚
内
気

象
台
次
長
の
今
井
達
也
氏
が
講

西
天
北
五
町
衛
生
施

設
組
合
議
会
定
例
会

�

　
（
７
月
13
日
）

　
７
月
13
日
、
臨
時
議
会
が
招

集
さ
れ
、
高
橋
秀
之
議
員
と
深

澤
議
員
が
出
席
。

　
西
天
北
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

最
終
処
分
場
第
２
段
目
築
堤
造

成
工
事
の
入
札
に
つ
い
て
を
議

題
と
し
て
可
決
さ
れ
た
。

５
社
に
よ
る
指
名
業
者
に
て
９

千
９
百
55
万
円
。
㈱
石
山
組
が

落
札
。
工
期
は
令
和
８
年
12
月

29
日
。

平
成
29
年
１
段
目
、
今
回
２
段

目
。
3
・
5
ｍ
の
か
さ
上
げ
。

　
本
臨
時
会
で
は
、
繰
越
明
許

に
係
る
繰
越
計
算
書
の
報
告
、

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
、
令
和

８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
及

び
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る

議
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
・

承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
今
回
の

審
議
案
件
の
中
に
幌
延
町
に
関

係
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
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演
さ
れ
た
。
災
害
は
必
ず
や
っ

て
く
る
。危
険
な
場
所
か
ら「
避

難
」
す
る
こ
と
が
一
番
。

　
宗
谷
地
方
の
地
震
・
大
雨
と

暴
風
雪
の
事
例
と
対
策
な
ど
の

重
要
性
に
つ
い
て
有
意
義
に
聞

き
入
っ
た
。

　
そ
の
後
、
幹
事
町
の
枝
幸
町

議
会
の
進
行
に
よ
り
、
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
稚
内
市
議
会
議

員
も
出
席
し
、
各
町
村
の
特
産

品
が
当
た
る
抽
選
会
で
盛
り
上

が
っ
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
会
話
と
議

論
が
熱
く
語
ら
れ
、
次
期
幹
事

町
の
礼
文
町
議
会
菅
原
議
員
会

長
の
万
歳
三
唱
で
閉
め
ら
れ
た
。

管内議員研修会の様子

北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

　

高
橋
秀
之
議
員
（
25
年
）・

深
澤
議
員
（
15
年
）
が
北
海
道

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
さ

れ
、
西
澤
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ

た
。

高
橋
秀
之
議
員
受
賞
（
25
年
）

議
員
歴　
平
成
19
年
～
現
在

生
年
月
日　
Ｓ
28
年
７
月
７
日

趣
味　
ゴ
ル
フ

※
在
職
年
数
の
計
算
は
議
長
の

職
に
あ
っ
た
期
間
は
１
か
月

を
２
か
月
に
、
副
議
長
の
職

に
あ
っ
た
期
間
は
１
か
月
を

1
・
5
か
月
に
換
算

深
澤
博
幸
議
員
受
賞
（
15
年
）

議
員
歴　
平
成
７
年
～
19
年
、

令
和
５
年
～
現
在

生
年
月
日　
Ｓ
25
年
７
月
23
日

趣
味　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

議
会
報
発
行
編
集
委
員

委

員

長　

深
澤
博
幸

副
委
員
長　

佐
藤
忠
志

委
員　

無
量
谷
隆

委
員　

高
橋
秀
明

編 

集 

後 

記

　
夏
の
暑
さ
も
過
ぎ
去
り
、
朝

夕
は
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
気
候
変
動
や
温
暖
化

の
影
響
に
よ
り
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

幌
延
町
に
お
い
て
も
、
ト
マ
ト

の
ビ
ニ
ー
ル
栽
培
や
ソ
バ
栽
培

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
が
始

ま
り
、
産
業
の
形
も
少
し
ず
つ

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
基
幹

産
業
で
あ
る
酪
農
に
携
わ
る
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
地
域
を
支
え

て
く
だ
さ
る
方
々
の
ご
努
力
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
世
界
情
勢
が
不
安
定
な
中
、

私
た
ち
の
町
に
も
農
業
や
商
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
編
集
委
員
と
し
て
、

町
の
動
き
を
身
近
に
感
じ
な
が

ら
、
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く

親
し
ま
れ
る
議
会
報
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
愛
読
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議 会 の 動 き
5月15日▶議会報発行編集委員会を開催し、編集委員全

員が出席
5月19日▶第３回幌延町議会臨時会が開催され、議員全

員出席
5月19日▶総合体育館及び心象書道美術館を行政視察

し、議員全員出席
5月19日▶宗谷管内町村議会議員研修会が稚内市で開

催され、議員６名が出席
5月21日▶北留萌消防組合議会臨時会が開催され、組合

議員が出席
6月3日▶第２回議会運営委員会を開催し、委員全員出席
6月3日▶第４回まちづくり常任委員会を開催し、委員全

員出席
6月3日▶第３回全員協議会を開催し、議員全員出席

6月16日▶第４回幌延町議会定例会が開催され、議員全
員出席

7月2日～3日▶北海道町村議会議員研修会が札幌市で
開催され、議員全員出席

7月7日▶蘭越町議会が行政視察に訪れ、西澤議長、齋賀
副議長が対応

7月13日▶西天北五町衛生施設組合議会臨時会が開催
され、組合議員２名が出席

7月13日▶第５回まちづくり常任委員会を開催し、委員全
員出席
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　エネルギーや科学の不思
議を楽しく体験しながら学
べる「おもしろ科学館inほろ
のべ2026」を開催し、延べ
約17,700人が訪れました。
　会場となった総合体育館
とゆめ地創館には、さまざま
な体験型コンテンツが並び、
来場者は楽しみながら科学
への理解を深めました。
　また、屋外ステージではス
テージショーやビアガーデ
ン、カラオケ大会などが行わ
れ、大いに盛り上がりました。

おもしろ科学館2026 in ほろのべ

　国際交流施設にて、幌延深
地層研究センターによる「幌
延深地層研究計画 令和７年度
調査研究成果報告会」が地域
住民を対象に開催されました。
　報告会では、令和2年度以
降の必須の課題である3つの
課題に関する研究成果や、地
下施設の建設・維持管理など
について説明があり、最後に
質疑応答が行われました。

７月28日（火） 幌延深地層研究計画 令和7年度調査研究成果
地域の皆様方への報告会

　7月29日、問寒別町民会館前にて、
「問寒別神社例大祭 宵宮祭」が開
催されました。会場では、縁日やカラ
オケ大会などが行われ、多くの方々
が楽しいひとときを過ごしました。
　30日に行われた「問寒別神社例大
祭 本祭」は、あいにくの雨で御神輿
渡御が中止となりましたが、問寒別
小中学生によるよさこいやサロベツ
太鼓保存会による演奏が披露され、
会場は大いに盛り上がりました。

問寒別神社例大祭 2026

　社会福祉法人幌延福祉
会が主催する「こざくら夏祭
り2026」が、こざくら荘正
面駐車場で開催されました。
　盆踊りや輪投げなどのお
楽しみ縁日が行われ、会場
は多くの参加者でにぎわい
ました。お祭りの最後には
花火大会が行われ、大いに
盛り上がりを見せ、盛況の
うちに幕を閉じました。

こざくら夏祭り２０２６

　幌延町商工会、商工会青
年部および商工会女性部主
催による「消費者還元イベ
ント ビールまつり」が開催
されました。
　会場となった商工会駐車
場には多くの方々が訪れ、
ビールを片手に会話を楽し
むなど、思い思いの時間を
過ごしました。また抽選会
などの催しも行われ、会場
は大いに盛り上がりました。

消費者還元イベント ビールまつり

　今年で４回目を迎える「ま
ちいち縁日」を、保健センタ
ーで開催しました。
　今年も放課後児童クラブの
子どもたちを招待し、焼きそ
ばやポップコーンなどの食べ
物の出店や、スマートボール
などの催しを楽しみました。
　参加された皆さんは、さま
ざまな出店を通じて交流を
深め、楽しいひとときを過ご
しました。

まちいち縁日

まちの話題まちの話題

▶盆踊り ▶輪投げ

▶ビールを片手に盛り上がります

▶ポップコーンを貰っています ▶スマートボール

8月5日（水）

8月6日（木）
７月29日（水）
７月30日（木）

7月25日（土）
7月26日（日）

▶問寒別神社例大祭
　宵宮祭(カラオケ大会)

▶問寒別神社例大祭 本祭（左：よさこい　右：サロベツ太鼓）

▶センター職員による説明 ▶会場の様子

▶総合体育館 ▶屋外ステージ▶抽選会

8月1日（土）

▶ゆめ地層館
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　エネルギーや科学の不思
議を楽しく体験しながら学
べる「おもしろ科学館inほろ
のべ2026」を開催し、延べ
約17,700人が訪れました。
　会場となった総合体育館
とゆめ地創館には、さまざま
な体験型コンテンツが並び、
来場者は楽しみながら科学
への理解を深めました。
　また、屋外ステージではス
テージショーやビアガーデ
ン、カラオケ大会などが行わ
れ、大いに盛り上がりました。

おもしろ科学館2026 in ほろのべ

　国際交流施設にて、幌延深
地層研究センターによる「幌
延深地層研究計画 令和７年度
調査研究成果報告会」が地域
住民を対象に開催されました。
　報告会では、令和2年度以
降の必須の課題である3つの
課題に関する研究成果や、地
下施設の建設・維持管理など
について説明があり、最後に
質疑応答が行われました。

７月28日（火） 幌延深地層研究計画 令和7年度調査研究成果
地域の皆様方への報告会

　7月29日、問寒別町民会館前にて、
「問寒別神社例大祭 宵宮祭」が開
催されました。会場では、縁日やカラ
オケ大会などが行われ、多くの方々
が楽しいひとときを過ごしました。
　30日に行われた「問寒別神社例大
祭 本祭」は、あいにくの雨で御神輿
渡御が中止となりましたが、問寒別
小中学生によるよさこいやサロベツ
太鼓保存会による演奏が披露され、
会場は大いに盛り上がりました。

問寒別神社例大祭 2026

　社会福祉法人幌延福祉
会が主催する「こざくら夏祭
り2026」が、こざくら荘正
面駐車場で開催されました。
　盆踊りや輪投げなどのお
楽しみ縁日が行われ、会場
は多くの参加者でにぎわい
ました。お祭りの最後には
花火大会が行われ、大いに
盛り上がりを見せ、盛況の
うちに幕を閉じました。

こざくら夏祭り２０２６

　幌延町商工会、商工会青
年部および商工会女性部主
催による「消費者還元イベ
ント ビールまつり」が開催
されました。
　会場となった商工会駐車
場には多くの方々が訪れ、
ビールを片手に会話を楽し
むなど、思い思いの時間を
過ごしました。また抽選会
などの催しも行われ、会場
は大いに盛り上がりました。

消費者還元イベント ビールまつり

　今年で４回目を迎える「ま
ちいち縁日」を、保健センタ
ーで開催しました。
　今年も放課後児童クラブの
子どもたちを招待し、焼きそ
ばやポップコーンなどの食べ
物の出店や、スマートボール
などの催しを楽しみました。
　参加された皆さんは、さま
ざまな出店を通じて交流を
深め、楽しいひとときを過ご
しました。

まちいち縁日

まちの話題まちの話題

▶盆踊り ▶輪投げ

▶ビールを片手に盛り上がります

▶ポップコーンを貰っています ▶スマートボール

8月5日（水）

8月6日（木）
７月29日（水）
７月30日（木）

7月25日（土）
7月26日（日）

▶問寒別神社例大祭
　宵宮祭(カラオケ大会)

▶問寒別神社例大祭 本祭（左：よさこい　右：サロベツ太鼓）

▶センター職員による説明 ▶会場の様子

▶総合体育館 ▶屋外ステージ▶抽選会

8月1日（土）

▶ゆめ地層館
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お問い合わせ先　稚内年金事務所　電話：０１６２-３２-701１
　　　　　　　　住民生活課 税務住民係　電話：5-1112　告知端末機：5-8812

年金生活者支援給付金制度について
○ 年金生活者支援給付金とは
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の年金受給者の
生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　給付金を受け取るには、年金生活者支援給付金請求書の提出が必要です。
○ 対象となる方

　※１ 障害年金・遺族年金などの非課税収入は含まれません。
　※２ 昭和３１年４月２日以後に生まれの方は909,000円以下、昭和３１年４月1日以前に生まれの方は906,700円以下
　※３ 扶養親族等の数に応じて増額します。

○ すでに年金を受給しており新たに年金生活者支援給付金の対象となる方
　老齢・障害・遺族基礎年金を受給している方で、令和８年度において、所得額が前年より減少した
ことなどにより、新たに年金生活者支援給付金の支給対象となる方には、令和８年９月頃から順次、
日本年金機構から簡易な年金生活者支援給付金請求書（はがき型）が送付される予定です。
　※すでに年金生活者支援給付金を受給している方は、新たな手続きは不要です。
　※原則、お手続きいただいた翌月分から支給の対象となりますので、速やかな請求手続きをお願い

します。
○ 新たに各種基礎年金の請求をする方
　年金生活者支援給付金請求書を提出していただく必要があります。
　障害基礎年金・遺族基礎年金の場合は年金を請求する際にあわせてお手続きください。
　65歳になるときの老齢基礎年金の場合は、誕生日の３か月ほど前に基礎年金の請求書と一緒に支援
給付金の請求書も同封されて送られてきます。
　稚内年金事務所または役場住民生活課税務住民係でお手続きください。（いずれの提出先も郵送に
て提出することが可能です。）

　より、詳細な内容につきましては、日本年金機構または厚生労働省のＨＰから確認できます。
日本年金機構
(https://www.nenkin.go.jp/service/jukyu/sonota-kyufu/shienkyufukin/20190805.html)
厚生労働省
(https://www.mhlw.go.jp/nenkinkyuufukin/index.html)

■ 老齢基礎年金を受給している場合
　次の支給要件を全て満たす方です。
・65 歳以上
・世帯全員が市町村民税非課税
・前年の公的年金などの収入金額※１とその他の所得の合

計額が基準額以下※ 2

■ 障害基礎年金・遺族基礎年金を受給してい
る場合

　次の支給要件を満たす方です。
・前年の所得※１が 4,794,000 ※３円以下

給付金専用ダイヤル：０５７０- ０５- ４０９２（ナビダイヤル）
受付時間
　月 曜 日：８時３０分から１９時 
　火曜日から金曜日：８時３０分から１７時１５分 
　第 ２ 土 曜 日：9時３０分から１６時 
　※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に 19時まで相談が可能です。
　※祝日（第２土曜日を除く）、12月 29日から１月３日はご利用いただけません。
　お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。
　なお、番号のおかけ間違いが多いようですので、確認の上、おかけくださるようよろしくお願いします。

年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときは、お電話ください

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20262026  ９月号  …　14 …　14
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町民くらしのカレンダー９月
期日 行　　　　事 時　間 場　　所

１ 火

２ 水 心療内科・精神科 幌延町国民健康保険診療所

３ 木
はつらつ教室 9:30～ 保健センター

わくわくひろば 10:30～11:30 子育て支援センター

４ 金

にこにこ教室(幌延) 9:30～ 保健センター

運動教室Re:body 19:00～20:15 総合体育館

問寒別出張診療 問寒別診療所

５ 土 長寿まつり 10:00～
国際交流施設
(多目的ホール)

６ 日

７ 月 読み聞かせ 11:00～11:30 幌延町生涯学習センター

８ 火 運動教室Re:body(問寒別) 10:45～12:00 問寒別生涯学習センター

９ 水 子宮・乳がん検診 8:30～10:30
12:30～14:00

保健センター

10 木
町内子どもの集い

「ダンスパフォーマンス&ダンス教室」 10:00～11:０５ 幌延小学校体育館

すくすく健診 13:00～ 保健センター

11 金
まちいちカフェ 9:45～

国際交流施設
(多目的ホール)

運動教室Re:body 19:00～20:15 総合体育館

12 土 第５１回 ほろのべトナカイ
マラソン大会 8:30～12:00 スポーツ公園⇔上幌延

13 日

14 月

期日 行　　　　事 時　間 場　　所

15 火

16 水 心療内科・精神科 幌延町国民健康保険診療所

17 木 わくわくひろば 10:30～11:30 子育て支援センター

18 金 運動教室Re:body 19:00～20:15 総合体育館

19 土

20 日 幌延町民プール クローズ

21 月 敬老の日

22 火 国民の休日

23 水 秋分の日

24 木
はつらつ教室 9:30～ 保健センター

移動図書(幌延) 15:30～１８:00 認定こども園

25 金

すまいるママ 11:00～ 保健センター

移動図書(問寒別) 15:00～16:30 問寒別へき地保育所

運動教室Re:body 19:00～20:15 総合体育館

26 土

27 日 問寒別地区町内対抗
ソフトボール大会 9:00～ 問寒別小中学校グラウンド

28 月 出張ひろば 10:00～11:00 問寒別へき地保育所

29 火 親子サロン 10:30～11:30 子育て支援センター

30 水 にこにこ教室 10:00～ 問寒別生涯学習センター

※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随
時ご確認ください。
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ま ち の うご き

男
女

合計
人　口

世帯数令和8年7月末日現在  ※（  ）内は前月比

1,073
939

2,012

（ +4）
（ +2）
（ +6）

1,189 世帯（ +3）
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　業務効率を意識しながら、一つひとつの仕事を丁寧に進めて
いきます。
　これからどうぞよろしくお願いします。

菊地　健人　(きくち　けんと)
新規採用職員の紹介

●所　属　総務企画課　財政係
●出身地　稚内市
●趣　味　服
●好きな食べ物　チーズ類
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　皆さん、こんにちは。商工部門の上野です。
　今年度は、ドローンを活用した新たな取り組みとして、四季折々に表情を変え
る幌延町の自然やトナカイ、酪農風景などを空から撮影し、ドローンならではの
視点で町の魅力を発信しています。
　また、北海道初となる「ドローンシュート体験会」をおもしろ科学館inほろの

べ2026で開催しました。子どもから大人まで多くの方に参加していただき、楽しみながらドローン
操縦を体験して、笑顔溢れるイベントとなりました。
　これからもドローンだからこそできることに挑戦し、地域の課題解決にも目を向けながら、幌延
町に新しい価値を生み出せるよう活動していこうと思っています。

協力隊おこし域地 通信
VOL.126

農業支援員　竹中知美隊員商工部門担当　上野　麻衣子隊員

ドローンシュート体験会ドローンで撮影した景色


